
http://www.city.shinshiro.lg.jp    E-mail : info@city.shinshiro.lg.jp

市の財政状況をお知らせします

ニューススポット

お知らせ

甲子園で大活躍した河合君、金山君が表彰されました
感動をありがとう

シリーズ
我らが母校再発見 No.3〔菅守小学校〕

高度1万メートルから見た
地球環境 No.9
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始（12月29日～1月3日）

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

12月
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

　常緑の小高木で、晩秋から初冬にかけて白色の花を咲かせる。

寒椿（かんつばき）に似ていて、和名の「山茶花（さざんか）」は、椿

の中国語名「山茶花」が語源といわれている。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。
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夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

静巌堂医院�（副川）

くまがい医院�(富永)

ちさと医院�（杉山）

織田医院�(下吉田)

今泉病院�(栄町)

中村医院�（的場）

ながしのクリニック�（長篠）

緑が丘診療所�(緑が丘)

あいきょうクリニック�(大野田)

おさだファミリークリニック(本町)

しんしろフィットクリニック�(川路)

宮本病院�(海老)

ほうらいクリニック�(大野)

中根医院�（本町）

米田内科�（平井）

のだクリニック（中市場）

内山医院�(平井)

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

茶臼山厚生病院�(富沢)

むらまつ内科�（東新町）

中村医院�（的場）

茶臼山厚生病院�(富沢)

高木内科医院�（栄町）

むらまつ内科�（東新町）

ほうらいクリニック�(大野)

星野病院�(大野)

ちさと医院�（杉山）

静巌堂医院�（副川）

ちさと医院�（杉山）

高木内科医院�（栄町）

荻野医院�（長篠）

○

○

○

○

○

○

歯科のみ

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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者
　
　
　

地
　
区

10月届出分
元気でよい子に…

※10月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

1歳（平成20年6月17日生）宗汰くん

父　時原真人さん・母　一恵さん（新城・庭野）

ときはらまこ と かず え
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毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時
 
 

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時
 
 

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

11
月
25
日

　
～

12
月
2
日

12
月
2
日

　
～

12
月
9
日

12
月
9
日

　
～

12
月
16
日

12
月
16
日

　
～

12
月
23
日

12
月
23
日

　
～

12
月
31
日

・
健
康
ひ
ろ
ば

・
協
和
小
学
校
　
2
週
目

・
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画

・
文
化
活
動
初
心
者
入
門
講
座
「
社
交
ダ
ン
ス
」

・
協
和
小
学
校
　
3
週
目
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ニ
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新
城
市
老
人
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ラ
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合
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第
4
回
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小
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・
ミ
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門
松
を
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ろ
う
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地
元
産
「
旬
」
の
食
材
を
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っ
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ク
ッ
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・
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守
小
学
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2
週
目

・
も
っ
と
使
お
う
三
河
材

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
11
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

ぼく、1人で歩けるようになったよ

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

6歳（平成15年5月3日生）

父　佐々木昌也さん・母　喜代美さん（新城・横川）
さ　さ き まさや き よ み

よ う へ い

来年、小学生になります!!
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市
政
に
皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見

を
取
り
入
れ
、
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
地
域

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
審
議
会
と
は
　

　
合
併
協
議
に
よ
り
旧
市
町
村
の

区
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
市
長
の

諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
ま
た
は

市
長
に
意
見
を
述
べ
る
市
の
付
属

機
関
で
す
。

※
各
審
議
会
は
、
推
薦
委
員
５
人

　
公
募
委
員
５
人
の
計
10
人
の
委

　
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

募
集
定
員
（
公
募
委
員
）

　
新
城
・
鳳
来
・
作
手
地
域
審
議

　
会
そ
れ
ぞ
れ
５
人

対
象

　
次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た

　
す
方

①
各
審
議
会
の
所
管
区
域
に
住
所

　
を
有
す
る
方

②
満
20
歳
以
上
の
方

③
本
市
の
一
般
職
員
お
よ
び
市
議

　
会
議
員
で
は
な
い
方

任
期

　
平
成
22
年
２
月
９
日
〜
平
成
23

　
年
９
月
30
日

応
募
締
切

　
12
月
11
日

（金）

申
込
方
法

　
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
企
画
課
ま
た
は
鳳
来
・

　
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
郵
送
、

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

　
可
能
で
す
。
応
募
用
紙
は
市
民

　
課
窓
口
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
に

　
備
え
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
ま
す
。

そ
の
ほ
か

　
新
城
市
地
域
審
議
会
公
募
委
員

　
選
考
要
領
に
よ
り
選
任
し
ま
す
。

新
城
地
域
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議
会
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画
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地
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０
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２

　
「
鳳
来
地
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振
興
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」
宛

作
手
地
域
審
議
会

　
　
地
域
振
興
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「
作
手
地
域
振
興
課
」
宛

地域審議会委員の募集
企画課　�23‐７６20

財政課　☎23‐7616

一般会計の決算

歳入（217億7,762万円） 歳出（206億5,456万円）

一般会計でみた１人当たりのお金

一般会計分 ……245億2,752万円

特別会計分 ……103億2,365万円

企業会計分 ……… 69億331万円

合　　　計 ……417億5,448万円

土   地 ………  4,749,905�

建   物 …………  287,200�

基   金 …… 54億9,145万円 交付税・国県支出金など

252,791円

財産の状況

負担された市税

149,033円 使われたお金

401,824円

市債の状況

民生費　43億9,590万円

市債
22億4,060万円

地方消費税交付金　4億7,942万円

県支出金
11億7,744万円

国庫支出金
10億6,308万円

諸収入
10億2,385万円

繰越金　9億6,443万円

負担金など　4億9,751万円

市税　76億6,060万円

そのほか　14億9,593万円

総務費　30億3,685万円

消防費
20億2,073万円

公債費　30億8,906万円

衛生費
25億3,928万円

土木費　17億3,656万円

教育費　17億450万円

そのほか　21億3,168万円

地方交付税
51億7,476万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 � 

老 人 保 健 特 別 会 計 � 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 � 

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 � 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 � 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

地 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 � 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 � 

大 野 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

財 産 区 会 計 � 

新 城 市 民 病 院 事 業 会 計 � 

水 道 事 業 会 計 � 

工 業 用 水 道 事 業 会 計 � 

228億2,893万円

130億5,392万円

46億8,856万円

4億7,386万円

36億8,805万円

2億1,750万円

13億675万円

5億2,043万円

9億1,040万円

890万円

5,676万円

9億19万円

4,720万円

2億3,532万円

70億6,955万円

52億4,180万円

18億1,584万円

1,191万円

429億5,240万円

217億7,762万円

125億8,471万円

44億9,483万円

4億5,745万円

35億9,575万円

2億1,317万円

11億3,872万円

5億1,483万円

9億1,504万円

878万円

1,060万円

8億6,169万円

1億483万円

2億6,902万円

55億7,887万円

41億7,581万円

13億9,110万円

1,196万円

399億4,120万円

206億5,456万円

121億8,570万円

44億4,889万円

4億4,619万円

35億3,369万円

1億9,765万円

11億3,489万円

5億1,321万円

8億9,413万円

857万円

1,058万円

8億4,008万円

3,729万円

1億2,053万円

63億982万円

46億7,307万円

16億2,713万円

962万円

391億5,008万円

234億228万円

131億4,431万円

46億4,500万円

4,665万円

37億3,726万円

2億200万円

14億7,388万円

3億6,152万円

12億5,550万円

720万円

1億7,170万円

9億7,226万円

――――――――

2億7,134万円

67億2,431万円

50億5,747万円

16億3,847万円

2,837万円

432億7,090万円

40億1,714万円

28億6,013万円

15億3,379万円

1,168万円

4億9,282万円

7,321万円

1億7,793万円

6,221万円

3億1,139万円

237万円

1,939万円

1億7,534万円

――――――――

0万円

22億3,413万円

18億4,559万円

3億8,263万円

591万円

91億1,140万円

90億3,454万円

49億800万円

20億6,124万円

102万円

14億7,234万円

7,823万円

3億8,796万円

5,520万円

3億3,824万円

167万円

1億3,851万円

3億7,359万円

――――――――

0万円

25億5,194万円

21億4,099万円

4億666万円

429万円

164億9,448万円

予　算　額        収 入 済 額�      支 出 済 額�   予　算　額        収 入 済 額�       支 出 済 額

平成20年度

平成20年度決算と平成21年度（9月末現在）収入支出状況

一　　般　　会　　計

特　別　会　計　合　計

企　業　会　計　合　計

総　　　合　　　計

会　　計　　名　　称
平成21年度（9月30日現在）

※企業会計の予算は支出予算額です

長篠保育園改築工事のようす

　
市
の
平
成
20
年
度
決
算
な
ら
び
に
、
平
成

21
年
度
上
半
期
予
算
（
9
月
末
現
在
）
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

　
平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
217
億
7,
7
6
2
万
円
、
歳
出
が
206
億

5,
4
5
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
同
報
系
の
整
備
、
平
成

19
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
地
域
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
、
千
郷
小
学
校
、
新
城
小
学

校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
平
成
21
年
度
で
は
、
防
災
行
政
無

線
移
動
系
の
整
備
、
消
防
車
両
の
整
備
と
い

っ
た
安
全
・
安
心
対
策
や
、
作
手
中
学
校
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
、
長
篠
保
育
園
の
改
築
、

鳳
来
保
育
園
の
耐
震
改
修
工
事
な
ど
、
子
ど

も
の
安
全
確
保

対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

し
　
も

ん

●em●em●em ●郵●郵●郵 ●問
■本

●問 ■本

●問
■鳳

●問
■作

■本●問
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世
界
人
権
宣
言
は
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
12

月
10
日
を
人
権
デ
ー
と
定
め
、
す

べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
思

想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事
を
毎
年

実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ

び
団
体
の
協
力
を
得
て
、
人
権
デ

ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
人

権
週
間
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人

権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。

 
ま
た
、
本
年
も
「
第
61
回
人
権
週

間
」
と
し
て
次
の
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　

 
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

　
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
 

　
平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

　
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

　
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

　
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

　
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

　
権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

　
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

　
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

　
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

　
差
別
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

　
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

人
権
啓
発
活
動

　
12
月
4
日

（金）
〜
10
日

（木）

　
市
内
街
頭
啓
発
活
動

特
設
相
談

新
城
地
区

　
12
月
８
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
民
体
育
館

作
手
地
区

　
12
月
８
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

鳳
来
地
区

　
12
月
16
日

（水）

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　
市
に
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

新
城
地
区

・
井
原
　
昭
　
　
�
23
‐
0
9
2
0

・
今
泉
正
子
　
　
�
22
‐
2
7
7
6

・
梅
岡
良
子
　
　
�
22
‐
2
1
4
4

・
河
合
良
之
　
　
�
22
‐
3
3
9
7

・
森
 

哲
成
　
　
�
26
‐
0
2
1
8

・
山
本
康
子
　
�　
�
22
‐
1
5
2
2

鳳
来
地
区

・
鈴
木
孝
行
�　

�
32
‐
0
3
7
2

・
鈴
木
幹
雄
�　

�
32
‐
1
2
0
6

・
原
田
昌
人
　
�　
�
35
‐
0
1
1
1

・
藤
川
志
穂
子
　
�
36
‐
0
2
7
5

作
手
地
区

・
齋
藤
正
善
　

��
39
‐
3
1
4
0

・
坂
田
澄
子
�　

�
37
‐
2
3
3
7

※
敬
称
略

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
7
9

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
2

市
民
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
8

人
事
課
　
�
23
‐
7
6
1
9

　
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
お
よ

び
新
城
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

市
に
お
け
る
「
平
成
20
年
度
人
事
行

政
の
運
営
等
の
状
況
」
を
公
表
し
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
市
の
職
員
数
、
給
与
、

勤
務
条
件
、
服
務
、
研
修
、
福
利
厚

生
な
ど
の
状
況
を
皆
さ
ん
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
行
政
の

公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
職
員
数
の
削
減
や
人
件

費
の
適
正
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
に

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
人
事

行
政
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
〔
概

要
版
〕
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

1　職員の任免および職員数に関する状況

（1）職員の採用・退職の状況（平成20年度）

※対象期間：（退職）平成20年4月1日～21年3月31日、（採用）平成20年4月2日～21年4月1日

※ただし、教育長を含む　（平成17年4月1日までは旧3市町村の教育長3人を含み、18年4月1日現在は教育長不在）

※平成17年10月1日以前は、旧3市町村および新城広域事務組合の職員数の総計。（　）内は、旧新城市

単位：人

（2）職員数の状況

退　　　　職

職　　　員　　　数　　　の　　　推　　　移

定 　 年 　 勧 　 奨 　 　自己都合� 　 　計

8

2

2

7

19

8(4)

126(71)

30(17)

1(1)

40(15)

15(8)

47(33)

267(149)

177(120)

52(18)

229(138)

496(287)

93(54)

119(119)

212(173)

323(313)

21(11)

12(10)

36(19)

392(353)

1,100(813)

6

123

23

2

34

11

49

248

169

53

222

470

91

120

211

282

23

13

29

347

1,028

6

113

22

2

36

10

48

237

164

52

216

453

86

120

206

255

22

13

29

319

978

6

108

20

2

35

11

45

227

158

53

211

438

79

120

199

236

22

13

29

300

937

6

108

22

2

30

11

43

222

155

54

209

431

77

121

198

224

21

12

30

287

916

△2

△18

△8

＋1

△10

△4

△4

△45

△22

＋2

△20

△65

△16

＋2

△14

△99

±0

±0

△6

△105

△184

5

1

1

1

8

3

4

18

3

28

16

5

3

21

10

55

8

6

4

15

1

34

△8

＋1

＋1

△6

△9

△21

採　用� 　増　減
 

定年：60歳
（医師は65歳）
勧奨：定年前の
　　　早期退職

H17.4.1 　　　　H18.4.1　　　　 H19.4.1 　　　 H20.4.1 　　　　H21.4.1

一 般 行 政 計

合 　 　 計

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

福
祉
関
係

特
別
行
政

公
営
企
業
な
ど

5年間の増減

事 務 職

保育・教諭職

消 防 職

医 療 職

技 能 労 務 職

合 　 計

議 　 会

総 　 務

税 　 務

労 　 働

農林水産

商 　 工

土 　 木

小 　 計

民 　 生

衛 　 生

小 　 計

教 　 育

消 　 防

小 　 計

病 　 院

水 　 道

下 水 道

そ の 他

小 　 計

※教育長は含まない

市
民
病
院
職
員
の
募
集

市
民
病
院
総
務
課

�
23
‐
7
8
5
2

受
付
期
間

　
12
月
１
日

（火）
〜
15
日

（火）

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

提
出
書
類

　
試
験
申
込
書
・
受
験
票
・
卒
業

　
証
明
書
・
受
験
資
格
に
必
要
な

　
免
許
の
写
し

採
用
条
件

　
試
験
を
行
い
、
合
格
者
に
つ
い

　
て
３
カ
月
間
（
平
成
22
年
４
月

　
〜
６
月
予
定
）
の
試
行
期
間
（
臨

　
時
職
員
）
の
評
価
に
よ
り
正
規

　
採
用（
平
成
22
年
７
月
）と
す
る
。

試
験
日

　
12
月
22
日

（火）

試
験
内
容

　
作
文
、
面
接
、
適
性
検
査
お
よ

　
び
健
康
診
断

昭
和
49
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
、
薬

剤
師
の
資
格
を
有
す

る
方

職
種
な
ど

人
　
　
員

受
験
資
格

（
年
齢
、免
許
）

１
人

薬
剤
師

●問
■本

●問
■本

●問
■鳳

●問
■作

い
　
は
ら
　
　

あ
き
ら

い
ま
い
ず
み
ま
さ

こ

う
め
お
か

よ
し

こ

か
わ

い

よ
し

ゆ
き

も
り
　
　

て
つ
じ
ょ
う

や

ま
も
と

や
す

こ

す
ず
　
き
　
た
か

ゆ
き

す
ず
　
き
　
み
き

お

は

ら

だ

ま

さ

と

ふ
じ

か
わ

し

ほ

こ

さ

い

と

う

ま

さ

よ

し

さ
か
　
た
　
す

み

こ

●申
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（1）人件費の状況（平成20年度普通会計決算）

（2）職員の初任給などの状況

（3）行政職の級別職員数の状況

（4）職員の手当の状況　　

※6級の課長職には、副部長を含む

※月平均支給額は、支給されている職員の平均です。
※期末手当・勤勉手当、退職手当については、平成20年度中の状況です。
※退職手当は、退職者の平均支給額です。
※ほかに初任給調整手当、単身赴任手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、管理職員特別勤務手当などがあります。

（平成20年給与実態調査）

住民基本台帳人口�　　　歳　出　額�　　　　　実質収支� 　　人　件　費� 　　　人件費率

初　任　給� 経験年数10年� 　経験年数15年� 　経験年数20年� 　　行政職平均

種　　類�　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　容

１級� 　　２級�　　　　３級� 　 ４級� 　　　５級� 　６級� 　　　７級�　　　　　計

51,402人　　　　204億4,086万円�　　10億1,387万円　　　52億5,827万円� 　　25.7％

172,200円� 　260,100円� 　308,100円� 　356,000円

24　　　　  65　　　　　 82 　　　　　70　　　　 42 　　　　　54 　　　　 16 　　　　　353

6.8 　　　 18.4　　　　 23.2 　　　　19.8　　　 11.9 　　　　15.3　　　　4.6 　　 100.0

140,100円� 　　　－�　　　　　　271,900円� 　308,100円

新城市

行政職

主事・技師� 　　主任�　　　　主査� 　副課長�　　　 課長� 　部長職 務 内 容

職員数（人）

構成比（％）

大学卒

高校卒
340,900円

月平均支給額
（支給者１人当たり）

51,100円

20,500円

20,300円

8,400円

26,700円

年間1,520,000円

7,100円
（医療職などを除く）

平均14,769,000円

管 理 職 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

時 間 外 勤 務 手当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

特 殊 勤 務 手 当

退 職 手 当

管理または監督の地位にある職員（副課長相当職以上）に37,700円～75,200円

（一般事務職）を支給

扶養親族のある職員に支給

　配偶者（13,000円）

　そのほか（1人6,500円）

　15歳～22歳までの子（各5,000円加算）

12,000円を超える家賃を支払っている職員には最高27,000円、自己所有の住宅に

居住している世帯主である職員には新築後5年間に限り2,500円を支給

片道2キロメートル以上の場合に、通勤距離に応じて2,000円～24,500円を支給

正規の勤務時間（週40時間）以外の時間に勤務することを命ぜられた職員（管理

職手当を支給されている職員を除く）に勤務時間に応じて支給

6月期、12月期の年2回に分けて支給

　　  6月期　2.15月分（期末1.4月分、勤勉0.75月分）

　　12月期　2.35月分（期末1.6月分、勤勉0.75月分）

著しく困難、危険、不快、不健康な業務に従事した職員に支給

勤務年数および在職中の貢献度に応じて支給

（2）年次有給休暇の取得の状況

（1）標準的な勤務時間（病院、消防などの交替・変則勤務体制の職場を除く）

（1）懲戒処分の状況

総付与日数� 　　総取得日数� 　　　　全対象職員数� 　　　平均取得日数� 　　消化率

1日の勤務時間：8 時間

勤　務　時　間：午前8 時30 分～正午、午後1時～5時30分（平成21年度から午後1時～5時15分に変更）

1週間の勤務時間：月曜日から金曜日までの40時間

週　　休　　日：土・日曜日（ほかに国民の休日、年末年始も休日となります）

※全対象職員数：非現業の一般職に属する職員のうち市長部局に勤務する職員

単位：人

単位：人

00 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

19

32

1

56

00 00

0

0

0

0

51

5

56

16,596日� 　　　3,296日� 　　　　　　418人� 　　　　7.9日� 　　　　　　　19.9％

事 由 別

行 為 別

法令に違反した場合

職務上の義務に違反し、または

職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわしく

ない非行のあった場合

給与・任用に関する不正

一般服務違反関係

一般非行関係

収賄などの関係

地公法第29条第1項第1号

地公法第29条第1項第2号

地公法第29条第1項第3号

合　　　　　計

戒告� 減給　　　停職　 免職　 合計 訓告など

戒告　 減給　　 停職　 免職　 合計 訓告など

道 路 交 通 法 違 反
（交通事故を含む）

監　督　責　任

職務遂行中

そ の ほ か

合　　　　　計

（1）共済組合の負担の状況

（2）職員互助会の負担の状況

事 業 内 容� 　　　　　 市　負　担　額� 　　　　　　 1人当たりの負担額

事 業 内 容� 　　　　　 市　負　担　額� 　　　　　　 1人当たりの負担額

県市町村職員

共済組合

市職員会

市民病院共励会

短期（健康保険）
長期（年金）
福祉事業
介護保険

給付事業
福利厚生事業

921,631,367円 981,503円

3,091,206円 3,292円



広報しんしろ［ほのか］　2009.1211 広報しんしろ［ほのか］　2009.12 10

今月の人口
平成21年11月1日現在（前月比）

総人口…… 51,139人
　　　　　　　（－39）
男………… 25,179人
　　　　　　　（－20）
女………… 25,960人
　　　　　　　（－19）

世帯数………16,553

出生…27人

死亡…42人

転入…70人

転出…91人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

広
告

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
7
6
5
3

「
鳳
来
寺
小
学
校
児
童
作
品
展
」

　
子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
で
制
作

し
た
絵
画
や
工
作
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　
12
月
2
日

（水）
〜
25
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
25
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日
お
よ
び

　
12
月
26
日

（土）
〜
平
成
22
年
1

　
月
5
日

（火）

　
応
急
手
当
て
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め

に
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ

う
。

　
12
月
13
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
消
防
署
鳳
来
分
署

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
、

　
大
出
血
時
の
止
血
法

　
20
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

　
筆
記
用
具

　
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

消
防
署
鳳
来
分
署

�
32
‐
2
8
8
8

み

に

こ

ん

か

ん

広
告

電話0536-22-4175（よいな・ゴー）

「相続」「遺言」「後見」の悩みはお任せ

会社・ＮＰＯ設立　各種許認可　離婚　入国管理
補助金・交付金申請、経営革新計画、マーケティング

新城　相続→検索

URL：KJCビズ　鈴木達也行政書士→検索

26年間の行政経験、産学官のネットワーク、経営ワンストップサービス

【日刊工業新聞、フジサンケイビジネスアイ等の掲載コラム参照】

ふれあい相続後見センター

〔すずたつ〕　鈴木達也行政書士事務所 検索

無料メルマガ会員募集　3級ＦＰ技能士、宅建主任者、コンサルタント

�

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�
22
‐
0
6
7
3

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�
22
‐
0
6
7
3

「
医
王
寺
出
家
し
た
長
篠
籠
城
兵

士
」

 
12
月
12
日

（土）

 
午
前
10
時

 
設
楽
原
歴
史
資
料
館

 
長
篠
合
戦
時
、
長
篠
城
に
籠
城

　
し
戦
争
の
悲
惨
さ
を
体
に
染
み

　
付
か
せ
、
武
士
を
捨
て
出
家
し

　
た
林
主
水
（
心
庵
禅
師
）
の
お

　
話
で
す
。

　
愛
知
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
新
城
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
横
山
良
哲

氏

　
35
人

　
無
料

　
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
や
設

楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
な
ど
年
間
約

20
回
に
及
ぶ
火
縄
銃
演
武
を
行
っ

て
い
る
、
愛
知
県
古
銃
研
究
会
と

長
篠
・
設
楽
原
鉄
砲
隊
の
ご
協
力

で
、
実
際
に
火
縄
銃
演
武
で
使
用

す
る
火
縄
銃
を
展
示
し
、
鉄
砲
隊

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
12
月
２
日

（水）
〜
平
成
22
年
１

　
月
11
日

（月）

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

【
に
こ
に
こ
】

第
８
回
　

　
12
月
24
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

　
作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

　
合
同
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

　
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

 
第
34
回
新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
ア
ト

ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
万
メ
ー
ト
ル

に
出
場
し
た
川
上
優
子
氏
を
お
呼

び
し
ま
す
。

 
平
成
22
年
１
月
17
日

（日）

 
新
城
総
合
公
園
ま
た
は
周
辺
道
路

※
新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
参
加

　
申
込
方
法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
 

 
ペ
ー
ジ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
課
で
 

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
12
月
19
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
１
，

０
０
０
円
を
ご
用
意
く
だ

　
さ
い
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

申
込
期
間

　
11
月
24
日

（火）
〜
12
月
4
日

（金）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
新
城
市
商
工
会
　

　
�
22
‐
１
７
７
８

　
�
23
‐
５
９
０
０

　shinshiro@
aichiskr.or.jp

　

　
鳳
来
商
工
会

　
�
32
‐
０
１
７
２

　
�
32
‐
１
８
１
０

　hourai@
aichiskr.or.jp

　
作
手
商
工
会

　
�
37
‐
２
０
５
７

　
�
38
‐
１
４
２
５

　tsukude@
aichiskr.or.jp

（
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
2
6

　
新
城
市
字
中
野
15
番
地
10
 

　
新
城
市
商
工
会

　
「
ど
！
い
ー
じ
ゃ
ん
券
意
見
募
集
」

　
係

　
「
ど
！
い
ー
じ
ゃ
ん
券
」
に
関

す
る
率
直
な
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
ご
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
30

人
の
方
に
「
い
ー
じ
ゃ
ん
」
券
１，

０
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

（
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　
各
商
工
会
へ
直
接
ま
た
は
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き

　
で
「
氏
名
・
住
所
・
郵
便
番
号
」

　
と
「
意
見
」
を
書
い
て
締
切
日

　
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
12
月
31
日

（木）

※
「
ど
！
い
ー
じ
ゃ
ん
」
券
の
利

　
用
期
限
は
、
12
月
31
日

（木）
ま

　
で
で
す
。
お
早
め
に
ご
使
用
く

　
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

�
23
‐
2
0
0
2

jo
h

o
-2

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

川上優子 氏

　
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
農

林
水
産
統
計
業
務
の
農
林
経

営
統
計
調
査
の
記
帳
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
野
々
村

尚
久
さ
ん
に
、
農
林
水
産
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

農林水産大臣感謝状

野
々
村
尚
久
さ
ん

（
鳳
来
・
富
保
）

の

の

　む

ら

よ

し

ひ

さ

パソコン塾のようす

救命講習のようす

★★「行政の制度の有効活用を進めませんか」★★

か

わ

か

み

ゆ

う

こ

●問

●問

●時●時 ●対

●持

●￥●他

●他

●他

●定

●定●応

●〆

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

●問
■本

●問
■本

●時

●時

●問
■鳳

●￥

●￥

●所

●所

よ

こ

や

ま

よ

し

あ

き

は
や
し
も
ん

ど

し

ん

あ

ん
し
ゅ
う
し
ょ
う

●時

●時

●所

●所

●所●所

●内

●内

●内●講

●問●問●問

●応 ●対 ●￥ ●定 ●所

●時

●em

●em●em●em

●申
●問
■本

●申
●問
■消
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おすすめ図書とあわせてご利用ください。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

〜
犯
罪
を
防
い
で
明
る
い
新
年
を

　
迎
え
ま
し
ょ
う
〜

　
12
月
１
日

（火）
か
ら
20
日

（日）
ま

で
の
20
日
間
、
「
年
末
の
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
「
犯
罪

者
の
い
な
い
地
域
社
会
を
自
分
た

ち
の
力
で
つ
く
る
」
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
機
会
に
も
う
一
度
、

自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
防
犯
に
つ

い
て
、
ご
家
庭
や
地
域
で
話
し
合

い
、
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
を

守
る
た
め
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

新城図書館 　�23‐2333●問

開館時間　午前9時～午後8時

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

図書返却　3地区のブックポストでも可

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所で交付

　　　　　申請可。後日、自宅に郵送

新城図書館のご案内

クリスマス・年始向けの本を特集します

年末年始の休館について

　12月28日（月）から平成22年1月3日（日）

までの間、休館します。本の返却は、

図書館玄関左手のブックポストまたは、

鳳来・作手各総合支所にある返却ポス

トへお願いします。（ＡＶ資料はいた

みますので避けてください）

年末年始特別貸出について

　年末年始の休館に合わせ、12月13日（日）

から27日（日）までを特別貸出期間とし

ます。期間中は、一人15冊まで、3週間

借りることができます。

おすすめ図書の紹介

「新参者」東野圭吾／著　講談社

　刑事が、ある殺人事件の聞き込みで

訪れた家庭内の小さな事件を解決して

いきます。人情味ある、あたたかな小

説です。

「ＷＩＬＬ」本多孝好／著　集英社

　両親を事故で亡くし,

葬儀屋を継いだ29歳

の女性が、持ち込ま

れた問題でかかわっ

たさまざな人生ドラ

マを見聞きする中で、

自分と向きあってい

くという、心癒やされる物語です。

  前作「ＭＯＭＥＮＴ」もぜひどうぞ。

「みみかきめいじん」かがくいひろし／作

　　講談社 

　耳かき名人のひょ

うたんと弟子が、お

客の耳をほじほじす

るという何ともゆか

いで楽しい絵本です。

　
平
成
22
、
23
年
度
に
市
が
発
注

す
る
工
事
・
設
計
委
託
・
物
品
納

入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
入
札
参
加
資
格
申
請

を
「
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス

テ
ム
」
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
な
お
、
物
品
な
ど
は
市
内
に
主

た
る
事
業
所
を
置
く
業
者
に
限

り
、
紙
で
の
申
請
も
受
け
付
け

ま
す
）
ま
た
、
平
成
22
、
23
年
度

の
「
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
」

も
同
時
に
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

受
付
期
間

　
平
成
22
年
１
月
４
日

（月）
〜
２
月

　
15
日

（月）

申
請
方
法

　
「
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス

　
テ
ム
」
に
よ
り
申
請

※
申
請
に
は
パ
ソ
コ
ン
環
境
の
準

　
備
が
必
要
で
す
。
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請
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Ｒ
Ｌ
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※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

契
約
管
財
課
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新
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児
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・
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０
５
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検
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０
５
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税
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商
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市
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対
策
室

�
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‐
7
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里
親
制
度
と
は
、
事
情
に
よ
り

親
と
一
緒
に
家
庭
で
生
活
で
き
な

い
子
ど
も
の
た
め
に
、
里
親
の
家

庭
を
提
供
し
、
愛
情
を
持
っ
て
育

て
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
は
、

生
活
が
安
定
し
て
い
て
、
子
ど
も

の
養
育
に
専
念
で
き
る
健
康
な
夫

婦
で
す
。

　
な
お
、
里
親
に
は
養
育
に
必
要

な
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
21
年
１
月
以
降
に
建
物（
車

庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の

新
築
・
増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
都
合
を
ご
相
談
の
上
、
家
屋

評
価
に
伺
い
ま
す
。

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
加
害
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ

り
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
10
月
11
日

（日）
か
ら
最
低
賃
金

が
時
間
額
732
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
愛
知
県
の
産
業
別
最
低

賃
金
（
７
業
種
）
に
つ
い
て
は
、
現

在
改
正
な
ど
の
た
め
調
査
審
議
中

で
す
。
詳
し
く
は
、
豊
橋
労
働
基

準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、

統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
12
月
１
日

（火）
〜
10
日

（木）

　
年
末
は
、
師
走
特
有
の
あ
わ
た

だ
し
さ
か
ら
運
転
者
や
歩
行
者
な

ど
の
注
意
力
が
散
漫
と
な
り
、
交

通
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
も

重
な
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
１
年
を

通
じ
て
日
没
時
刻
が
最
も
早
く
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

交
通
事
故
の
多
発
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
年
末
の
交
通
安
全

市
民
運
動
と
し
て
次
の
重
点
実
施

項
目
に
沿
っ
た
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

【
重
点
実
施
項
目
】

�
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

�
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

�
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

　
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を

　
な
く
そ
う

�
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

　
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

　
し
く
着
用
し
よ
う

　
市
議
会
12
月
定
例
会
の
市
長
所

信
表
明
・
一
般
質
問
の
よ
う
す
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
す
。

　
放
送
日
は
、
日
程
が
決
ま
り
次

第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
（
８
月
〜
11
月

分
）
を
12
月
10
日

（木）
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の
方
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
児

　
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届
け
出

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課
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市
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課
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市
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課
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東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

�
0
5
3
3
‐
93
‐
2
0
1
8

訓
練
科
名

　
木
造
建
築
科

コ
ー
ス
区
分
・
期
間

　
中
卒
コ
ー
ス
　
２
年

　
20
人

募
集
期
間

　
11
月
16
日

（月）
〜
平
成
22
年
１
 

　
月
８
日

（金）

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
す
る
原
則
30
歳
以
下
の
方
（
平

　
成
22
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

　
む
）

選
考
方
法

　
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

申
込
方
法

　
入
校
願
書
を
希
望
す
る
専
門
校

　
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
を

　
経
由
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
入
校
願
書
は
、
専
門
校
ま
た
は

　
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
お
取
り

　
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●時

し ん ざ ん も の ひがしの けい ご
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●問
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●問
■本

●問
■本
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●問 ●問

●問

●問

ほ ん だ  た か よ し

■鳳 ■本

●申
●問

■作

●問●対 ●定
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388本

　
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
の
現

状
を
認
識
し
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
民
環
境
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
第
１
回
目
の
講
座
は
、
最

近
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
「
生
物
多
様
性
」
に
つ
い
て
で
す
。

皆
さ
ん
は
こ
の
生
物
多
様
性
の
意
味

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
多
様
な

生
物
の
種
の
存
在
や
そ
の
つ
な
が
り

を
表
す
も
の
で
、
簡
単
に
言
え
ば
生

き
物
の
「
個
性
」
と
「
つ
な
が
り
」

で
す
。

　
今
、
こ
の
生
き
物
た
ち
が
絶
滅
の

危
機
に
ひ
ん
し
て
い
て
、
こ
の
状
態

が
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を

守
り
、
そ
の
恵
み
を
受
け
続
け
て
い

け
る
よ
う
に
、
今
行
動
す
る
こ
と
が

必
要
な
よ
う
す
が
分
か
っ
て
い
た
だ

け
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※
聴
講
無
料
で
す
が
、
来
場
者
数
に

　
よ
っ
て
は
会
場
定
員
の
関
係
で
入

　
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
東
三
河
の
自
治

体
で
初
め
て
公
用
車
に
電
気
自
動
車

を
導
入
し
ま
し
た
。

電
気
自
動
車
の
性
能
は

　
９
月
に
導
入
し
た
電
気
自
動
車
は
、

全
長
３.４
、
全
幅

１．５
、
全
高

１．６
メ
ー
ト

ル
の
４
人
乗
り
軽
自
動
車
で
す
。
１

回
の
充
電
で
160
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
10

・
15
モ
ー
ド
）
の
走
行
が
可
能
で
、

一
般
家
庭
で
も
通
常
の
コ
ン
セ
ン
ト

で
手
軽
に
充
電
で
き
ま
す
。
100
パ
ー

セ
ン
ト
電
気
で
走
る
の
で
、
走
行
中

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
ゼ
ロ
、
静
か
な
の

に
キ
ビ
キ
ビ
走
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
導
入
か
ら
約
１
カ
月
間
の
走
行
距

離
は
640
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
公

用
車
と
し
て
職
員
が
市
内
の
学
校
訪

問
や
地
区
敬
老
会
、
豊
川
市
や
浜
松

市
へ
出
か
け
る
時
な
ど
に
利
用
し
ま

し
た
。
こ
の
間
の
充
電
に
用
い
た
電

力
使
用
量
は
約
95
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、

電
気
代
は
約
２
，

５
０
０
円
に
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
概
算
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ

リ
ン
車
と
比
べ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

半
分
以
下
、
走
行
に
か
か
る
費
用
は

約
２
，

８
０
０
円
お
得
に
な
る
計
算
に

な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
分
別
排
出
さ
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
１
メ
ー
ト
ル
程

度
の
塊
（
ベ
ー
ル
）
に
梱
包
し
、
長
野

県
飯
田
市
に
あ
る
再
生
処
理
工
場
（

（株）

ア
ー
ス
・
グ
リ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

へ
運
ば
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
繊
維
の

原
料
に
加
工
さ
れ
た
後
、
製
糸
会
社
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
会
社
で
再

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
場
で
は
、
良
質
な
原
料
を
作

る
た
め
に
、
運
ば
れ
て
き
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
が
付
い
て

い
な
い
か
、
汚
れ
た
も
の
は
な
い
か
、

異
物
が
混
ざ
っ
て
い
な
い
か
な
ど
の
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
検
査
に
立
ち
会
っ
て
市

か
ら
運
ば
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
質

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
処
理
に
不
適
合
な
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
わ
ず
か
に
見
つ
か
り
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
き
ち
ん
と
分

別
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で
高
い
評
価
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
検
査
で
不
適
合
と
な
っ
た
の

は
、
次
の
も
の
で
す
。

・
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
も
の

・
文
字
が
書
い
て
あ
る
も
の

・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
素
材
の
も
の

・
異
物（
ポ
リ
袋
、ト
レ
イ
）の
混
入

　
今
回
の
検
査
で
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
汚
れ
や
異
物
が
付
い
た
も

の
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
識
別
マ
ー
ク
の

な
い
も
の
、
ハ
サ
ミ
な
ど
で
カ
ッ
ト
さ

れ
た
も
の
、
違
う
素
材
で
で
き
た
も
の

な
ど
は
不
適
合
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
家
庭
で
分
別
す
る
際
は
、
こ

れ
ら
の
点
に
注
意
し
て
排
出
す
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
木
製
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

　
（
マ
ッ
ト
付
き
）

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
200
×
250
セ
ン
チ
）

・
ピ
ア
ノ

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

・
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
（
柵
）

・
空
手
の
道
着
（
中
学
生
）

・
碁
盤
、
碁
石

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い

も
の
」
の
あ
る
人
は
、①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

9月末までの走行距離�                           637km

電力使用量（200V・30A）    �           95.4kWh

充電用の電気料金（概算）�                          2,446円

CO2排出量（電気使用分）�             　　  40.5kgCO2

CO2排出量（ガソリン車の場合）� 　　98.6kgCO2

講師：香坂 玲氏のプロフィール

静岡県生まれ。東京大学農学部卒業。ハンガリーの中東

欧地域環境センター勤務後、英国で修士、ドイツ・フラ

イブルク大学の環境森林学部で博士号取得。2006年か

らカナダ・モントリオールの国連環境計画生物多様性条

約事務局の勤務を経て、4月より現職の名古屋市立大学

大学院経済学研究科の准教授（林業経済、環境政策・経

済論）。

　COP10支援実行委員会アドバイザー。国連大学高等

研究所客員研究員を兼務し、里山の評価などに参画。

梱
包
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
塊
（
ベ
ー
ル
）
か
ら
、

不
適
合
な
も
の
が
な
い
か
確
認
す
る
よ
う
す
。

１
つ
の
ベ
ー
ル
は
約
3,
0
0
0
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
で
き
て
い
ま
す

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
も
の
、
マ
ジ
ッ
ク
で
文
字
が
書

い
て
あ
る
も
の
な
ど
、
処
理
に
不
適
合
な
も
の
が
10

数
本
見
つ
か
り
ま
し
た
。

市の公用車として導入した「電気自動車」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
原
料
と
な
る
フ
レ
ー
ク
（
左
）

と
繊
維
の
原
料
と
な
る
ペ
レ
ッ
ト
（
右
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
キ
ャ
ッ
プ
が

付
い
た
も
の
↓
キ
ャ
ッ
プ
を
外

し
て
リ
サ
イ
ク
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
字
ま
た
は
絵
な
ど

が
か
か
れ
た
も
の
↓
可
燃
ゴ
ミ
と
し

て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ハ
サ
ミ
な
ど
で
切

っ
た
も
の
↓
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て

12
月
６
日

（日）
 

午
後
２
時
〜
４
時

文
化
会
館
3
階
大
会
議
室

香
坂
　
玲

氏

電気自動車の走行実績

※ガソリン車：燃費15Km/リットル、ガソリン単価：125円/リットルとして計算

CO2削減は、１カ月間で約58kg。
これは50年生の杉、約4本が1年間に吸収するCO2の量です。

こ

ん

ぽ

う

こ

う

さ

か

　

　

り
ょ
う

●時●所●講
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シリーズ第30話

●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
は
毎
年
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
の
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
で
は
、
40
歳
以

上
の
３
人
に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た
は

糖
尿
病
予
備
軍
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
初
期
の
症
状
は
異
常
に
食

欲
が
あ
る
、
の
ど
が
乾
く
、
体
が
だ

る
く
て
疲
れ
や
す
い
、
朝
の
目
覚
め

が
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
、
皮
膚
が
カ
サ

カ
サ
し
て
つ
や
が
な
く
な
っ
て
き
た
、

尿
の
量
や
回
数
が
増
え
た
、
足
先
な

ど
が
チ
ク
チ
ク
す
る
、
足
が
つ
る
よ

う
な
感
覚
が
あ
る
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
が
あ
っ
て
も
、
我
慢
で
き

な
い
症
状
で
は
な
い
た
め
放
置
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
便
秘
あ
る
い
は
下
痢
が
頻
繁
に
起

き
る
、
視
力
の
低
下
、
食
べ
て
も
体

重
が
減
る
な
ど
、
あ
る
程
度
進
行
し

た
状
態
に
な
っ
て
か
ら
受
診
し
、
そ

の
時
初
め
て
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
食
物
の
中
で
も
米
、
パ
ン
、
麺
類

な
ど
の
炭
水
化
物
か
ら
多
く
の
ブ
ド

ウ
糖
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
腸
か
ら
吸

収
さ
れ
血
液
中
に
溶
け
た
ブ
ド
ウ
糖

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
（
す
い
臓
か
ら
分

泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
）
の
働
き
に
よ

り
、
脳
や
筋
肉
な
ど
の
細
胞
内
に
送

り
込
ま
れ
ま
す
。
各
臓
器
の
細
胞
内

に
運
ば
れ
た
ブ
ド
ウ
糖
が
燃
え
る
こ

と
に
よ
り
運
動
な
ど
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
糖

尿
病
の
状
態
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
が
不
足
し
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

が
正
常
に
運
ば
れ
な
く
な
り
血
液
中

に
残
っ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
血
糖

値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
尿
に
も
糖

が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
糖
尿
病
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
糖
尿
病
は
血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
で
き
な
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
糖
尿
病

の
３
大
合
併
症
は
神
経
障
害
、
網
膜

症
、
腎
症
で
す
。

　
こ
の
う
ち
糖
尿
病
神
経
障
害
は
、

最
も
早
く
症
状
が
現
れ
る
合
併
症
の

ひ
と
つ
で
す
。
末
梢
神
経
の
障
害
が

主
で
、
手
足
の
し
び
れ
、
感
覚
が
鈍

く
な
る
た
め
、
け
が
や
や
け
ど
の
痛

み
に
気
付
か
な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
胃
腸
の
不
調
、
立
ち
く
ら

み
、
発
汗
異
常
、
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
律
神
経
障
害
の
症

状
も
現
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
網
膜
症
は
視
力
の
低
下
だ

け
で
な
く
、
中
に
は
失
明
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
白

内
障
に
な
る
人
も
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
腎
症
は
、
お
し
っ
こ
を
作

る
腎
臓
の
糸
球
体
と
い
う
部
分
の
毛

細
血
管
に
影
響
が
出
て
、
徐
々
に
お

し
っ
こ
が
作
れ
な
く
な
る
病
気
で
す
。

お
し
っ
こ
が
作
れ
な
く
な
る
と
、
人

工
透
析
と
い
っ
て
機
械
で
血
液
中
の

不
要
な
成
分
を
ろ
過
し
て
体
外
に
排

泄
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
週
に

２
〜
３
回
病
院
な
ど
で
透
析
を
受
け

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
日
常
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
現
在
、

人
工
透
析
に
な
る
原
因
の
１
位
が
こ

の
糖
尿
病
腎
症
で
す
。

　
合
併
症
は
自
覚
症
状
が
な
い
初
期

段
階
か
ら
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す
。

健
康
診
断
で
糖
尿
を
指
摘
さ
れ
た
ら

た
と
え
無
症
状
で
あ
っ
て
も
放
置
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
病
院

で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
の
完

治
は
難
し
い
で
す
が
、
キ
チ
ン
と
通

院
・
治
療
し
て
、
血
糖
値
を
良
好
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、
重
篤
な
合

併
症
を
起
こ
さ
ず
、
普
通
の
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
病
院

に
は
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
を

持
つ
看
護
師
が
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新城市民病院
　看護師（糖尿病療養指導士）

　　　　中野みさ子

ひ

ん

ぱ

ん

ま

っ

し
ょ
う

ぶ
ん

ぴ
つ

し

き

ゅ

う

た

い

と

う

せ

き

は
い

せ
つ

じ
ゅ
う
と
く
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新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
12
月
18
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

注
意
!!

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
12
月
19
日

（土）
　
午
前
実
施
　

※
乳
が
ん
検
診
は
、
午
後
実
施

　
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
胃

　
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・

　
肺
が
ん
（
喀
た
ん
）

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

　
上
の
方
で
胃
が
ん
と
セ
ッ
ト
で

　
す
。

※
肺
が
ん
（
喀
た
ん
）
検
診
は
自
宅

　
で
3
日
間
た
ん
を
採
り
、
当
日

　
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事

　
前
に
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
検

　
査
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

 
胃
が
ん
　
　
　
　１，
０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
　
　
　
　
　
　
300
円

　
乳
が
ん
　
　
　

１，
３
０
０
円

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
　
800
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
　
500
円

　
肺
が
ん
（
喀
た
ん
）
　
　
　
500
円

※
乳
が
ん
の
午
前
の
検
診
は
定
員

　
に
達
し
ま
し
た
。

お問い
合わせ

◆
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
 

　
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
せ
き
、
く
し
ゃ
み
を
す
る

　
と
き
は
、
口
と
鼻
を
押
さ

　
え
ま
し
ょ
う
。

◆
せ
き
が
出
る
と
き
は
、
マ

　
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス

　
の
良
い
食
事
を
と
り
ま
し

　
ょ
う
。

荻
野
医
院
（
子
宮
が
ん
の
み
）

�
32
‐
0
0
2
0

新
城
市
民
病
院

（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

�
22
‐
2
1
7
1

　
平
成
22
年
３
月
31
日

（水）
ま
で

　
乳
が
ん
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
子
宮
が
ん
　
　
１
，

０
０
０
円

※
各
医
療
機
関
に
直
接
予
約
し

　
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生

の
年
齢
の
方
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
冬
休
み
を

利
用
し
て
平
成
22
年
１
月
30
日

（土）
ま
で
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
22
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

「
う
つ
ら
な
い
」
、

「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に
！

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
12
月
25
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
21
年
3
月
〜
平
成
21
年

　
5
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と

　
そ
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
12
月
17
日

（木）

　
午
後
1
時
〜
３
時
30
分

　
栄
養
士
・
助
産
師
に
よ
る
、

　
妊
娠
中
と
産
後
の
食
事
、
お

　
産
の
進
み
方
の
お
話
な
ど
。

 
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　
水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど

か

く

●申
●所

●時

●時 ●申
●所

●対

●￥

●￥

●内

●申
●問

●時
●所
●受
●対

●内

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

●定 募集人員

日時・期間

場所・会場

受け付け

省略文字の見方

●持
●￥ 費用・会費

持ち物

●問
●所

●問
●所

●時

●時

●申
●所

●対●内●申
●所

●時●対●持●時 ●申
●所

●持

●内
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　10月21日（水）、桜淵いこいの広場でちびっ子

運動会が開催されました。親子約100組が参加

し、玉ころがし、玉入れ、アンパン競争などを

行いました。

今月の表紙

旧

田

口

鉄

道

跡
文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

�

じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

皆さんからの情報をお待ちしています 　広報しんしろ「ほのか」では、この「しみんのトビラ」への情報を

お待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さん

からの耳寄りな話をお寄せください。

　
田
口
鉄
道
は
、
昭
和
７
年
に

飯
田
線
本
長
篠
駅
と
設
楽
町
の

三
河
田
口
駅
間
の
22.6
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
全
線
開
業
し
、
段
戸
山

御
料
林
の
木
材
や
地
域
の
物
産
、

生
活
物
資
の
運
搬
と
、
地
域
住

民
の
交
通
手
段
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
、
11
月

の
鳳
来
寺
山
も
み
じ
ま
つ
り
の

時
期
な
ど
、
飯
田
線
の
電
車
が

鳳
来
寺
駅
ま
で
乗
り
入
れ
て
直

通
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
路
線
は
、
ト

ン
ネ
ル
24
カ
所
、
鉄
橋
17
カ
所
、

高
度
差
は
252
メ
ー
ト
ル
と
い
う

険
し
く
厳
し
い
条
件
の
山
間
を

縫
う
よ
う
に
走
る
た
め
、
度
重

な
る
土
砂
災
害
に
よ
る
復
旧
工

事
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
一
方
、

沿
線
道
路
の
整
備
が
進
み
、
利

用
者
が
減
っ
た
こ
と
も
あ
り
赤

字
経
営
が
続
き
、
遂
に
昭
和
43

年
８
月
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
で
見
ら
れ
る
主

な
鉄
道
遺
跡
は
、
本
長
篠
駅
の

乗
降
ホ
ー
ム
跡
、
長
篠
の
内
金

ト
ン
ネ
ル
と
大
井
川
鉄
橋
の
橋

脚
、
富
保
の
大
草
駅
乗
降
ホ
ー

ム
跡
、
玖
老
勢
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
な
っ
た
線
路
跡
地
、

副
川
の
双
瀬
ト
ン
ネ
ル
、
海
老

の
滝
上
駅
乗
降
ホ
ー
ム
跡
な
ど

で
す
。

　
線
路
跡
地
の
多
く
と
鉄
橋
や

ト
ン
ネ
ル
の
一
部
は
道
路
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
注
意
し

て
眺
め
る
と
意
外
に
身
近
に
当

時
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
場
所
が

見
つ
か
り
ま
す
。

「
笑
っ
て
や
る
ま
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
あ
る
い
て
い
く
ま
い
こ
の
ま
ち
で
」

〜
交
流
の
花
咲
く
　
山
の
湊
し
ん

し
ろ
〜

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
展
形
式
で

活
動
の
紹
介
、
自
由
な
意
見
交
換

を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の

交
流
の
き
っ
か
け
、
活
動
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　
12
月
19
日
（土）

　
文
化
会
館

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

　
い
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

　
味
、
関
心
の
あ
る
方

　
・
開
会
式
　
午
前
10
時
〜
10
時

　
　
20
分
（
小
ホ
ー
ル
）

　
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
民
謡
、

　
　
よ
さ
こ
い
踊
り
の
披
露

　
・
講
演
会
　
「
笑
う
介
護
士
」

　
　
袖
山
卓
也

氏

　
・
出
展
　
午
後
1
時
〜
3
時
（
展

　
　
示
室
ほ
か
）

　
　
　
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
地
域

　
　
　
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団

　
　
　
体
の
活
動
紹
介
や
一
緒
に

　
　
　
会
場
で
参
加
体
験
で
き
る

　
　
　
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
8
日
未
明
に
通
過
し
た
台
風
18
号

は
、
激
し
い
風
雨
を
伴
い
、
新
城
・
北
設

地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
当
社

電
気
供
給
設
備
に
お
き
ま
し
て
も
、
倒
木

や
建
物
倒
壊
、
飛
来
物
な
ど
に
よ
る
電
線

の
断
線
、
電
柱
の
折
損
な
ど
の
被
害
が
各

地
で
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
会
社
も
含
め
要
員
を
総
動
員

し
て
復
旧
に
努
め
ま
し
た
が
、
被
害
が
広

範
囲
に
わ
た
り
、
特
に
倒
木
箇
所
が
多
数

発
生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
復
旧
す
る
ま

で
に
は
多
く
の
時
間
を
要
し
、
お
客
さ
ま

に
は
多
大
な
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
経

験
を
生
か
し
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連

絡
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
電

力
の
安
定
供
給
に
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
当
社
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
長
期
間
の
停
電
に
よ
り
、
深
夜

電
力
機
器
な
ど
タ
イ
マ
ー
機
能
が
ク
リ
ア

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
上
、
再
設
定
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
23
‐
5
6
1
8

中
部
電
力
株
式
会
社

新
城
営
業
所

�
0
1
2
0
‐
985
‐
6
3
1

　広報しんしろ「ほのか」では、平成21年4

月号から「高度1万メートルから見た地球環境」

を連載しています。（平成22年3月号が最終号

の予定）皆さんの感想などをお寄せください。

内容

�連載内容に関連付けてお願いします。

�本文を読んだ感想

�自分の環境への取り組みなど

締め切り

　平成22年3月31日（水）

提出方法

　はがき、手紙、Eメールでご提出ください。

文字数

　800字以内

そのほか

　皆さんからのメッセージは、小林機長へ随

時お送りします。また、メッセージを広報な

どで紹介することがありますのでご承知くだ

さい。

　郵便番号、住所、氏名、電話番号の連絡先

を必ずご記入ください。

あて先

〒441-1392　新城市役所企画部じょうほう課

「小林機長にメッセージを送ろう」係

Eメール　info@city.shisnhiro.lg.jp

里芋…泥を洗い落とし皮をむいて水に浸し、ぬめりを出し
　ておく。
干し椎茸…水でもどし、軸を切り落としておく。
こんにゃく…端から厚さ1cm位に切り中央に縦の切れ目を
　入れ手綱にし、2～3分ゆでておく。
ごぼう…たわしで表皮をとり、5cm位の長さに切りそろえ
　る。水にさらし、あくぬきをしておく。
にんじん…皮をむいて7～8mmの輪切りにしたものを梅型
　で抜いてねじり梅にし、下ゆでしておく。
ゆでたけのこ…根元は7～8mmの輪切りにし、残りは縦4
　つ割りにする。
鶏肉…ひとくち大に切る。
さやえんどう…すじをとり、色良くゆでる。

①鍋にぬめりを落とした里芋、ごぼう、椎茸、たけのこ、
　こんにゃくを入れ、だし汁6Cを加え、中火にかけ、煮立
　ったら調味料とだしパック１個を加えてしばらく煮る。
　途中、下ゆでしたにんじんを加え、10分～15分程度煮る。
②にんじんが軟らかくなったら火を止め、煮汁ごと自然に
　冷ます。粗熱がとれたら色よくゆでたさやえんどうを加
　え、味を含ませる。
③大皿に彩りよく盛り付ける。
※保存は、密閉容器に移し、冷蔵庫で2～3日が目安です。

◆ 下ごしらえ◆

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（4人分）

�里芋…4個�ごぼう…１本�干し椎茸…小8個
�ゆでたけのこ…200ｇ�こんにゃく…１丁
�にんじん…中1本�鶏もも肉…200ｇ�さやえんどう…8本
�だし汁（椎茸もどし汁を含む）…6c�だしパック…１
�調味料
・酒…100cc・砂糖・しょうゆ・みりん…各大さじ4
・薄口しょうゆ…大さじ3

エネルギー……

     1,174kcal

食塩……20.2g

　お正月、お祝い事などの人が集まるときに振る舞われる
伝統的なもてなし料理。
　「うま煮」とも呼ばれます。地元産の里芋や椎茸などを
入れて調理してみましょう。

大井川鉄橋の橋脚跡

じょうほう課　�23‐7623

そ

で

や

ま

た

く

や

●対

●問 ■本
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●問 ●em

●問●時●所●内
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　しんしろスポレク祭

を桜淵いこいの広場な

どで開催しました。

　約500人が、小学生

ドッヂビー大会・グラ

ウンドゴルフ大会・ペ

タンクなどさまざまな

競技に参加し、スポー

ツを楽しみました。

　新城ヘボサミットが文

化会館はなの木広場で開

催され、ヘボ愛好者の飼

育したヘボの巣の重量を

競い合いました。また、

即売会が同時に行われ、

たくさんのお客さんが集

まっていました。

　ボランティア13人で結成された「落書き消っし隊」

が市内の落書き消しを行いました。

  安全で快適な環境を保つため、これからも活動し

ていきます。

 市内の小学生約1,000人を招き、劇団ひまわり

による演劇「とんでろじいちゃん」を芸術鑑賞

教室として行いました。

 小学生は心温まる内容を楽しみながら鑑賞しま

した。

　明け方にこの地方を襲った台風18号は、強風によ

る倒木や屋根瓦が飛ぶなどの被害を及ぼしました。

この影響で、一時は市内約3分の2の世帯で停電が発

生しました。

　鳳来寺山表参道入口にある観来館で「時代布の振

袖展」が開催されました。使わなくなった振袖の生

地を使用して作ったミニ振袖が展示されていました。

祝

吹き飛んだ協和小学校の屋根

み に こ ん か ん
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Ｑ．甲子園で最も心に残っていることは？

Ａ．全国優勝できたことです。

Ｑ．市民の方の応援について

Ａ．優勝できたのも、両親、チームメート、

　　応援してくださった方、全員のおかげ

　　だと思います。皆さんに感謝していま

　　す。

Ｑ．今後の目標は？

Ａ．大学へ進学し、力をつけプロ野球へ行

　　きたいと思いっています。

Ｑ．甲子園で最も心に残っていることは？

Ａ．全国高校球児の中で最後までグラウン

　　ドに立っていられたことです。

Ｑ．市民の方の応援について

Ａ．知らない方からも「おめでとう」と声

　　を掛けられるようになり、多くの方に

　　応援されていたと実感しました。応援

　　してくれた皆さんに感謝しています。

Ｑ．今後の目標は？

Ａ．大学へ進学し野球を続け、自分をもっ

　　と磨きたいと思っています。

 
今
年
の
夏
に
行
わ
れ
た
第
91
回
全
国

高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
、
愛
知
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
43
年
ぶ
り
の

優
勝
を
果
た
し
た
中
京
大
中
京
高
校
。

そ
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
2
人

が
新
城
市
出
身
の
河
合
完
治
君
（
新
城

・
川
田
原
）
と
金
山
篤
未
君
（
作
手
・

野
郷
）
で
す
。

　
10
月
9
日

（金）
、
多
く
の
市
民
に
夢
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
、
ま
た
そ
の
功
績

か
ら
、
表
彰
を
市
か
ら
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
、

甲
子
園
で
の
体
験
談
や
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
後
輩
へ
伝
え
ま
し
た
。

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、

２
人
の
活
躍
ぶ
り
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

　
あ
の
感
動
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
甲
子
園
優
勝
の
立
役
者

甲
子
園
で
大
活
躍
し
た

河
合
君
、
金
山
君
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

感
動
を

あ
り
が
と
う

河合完治君（三塁手）

甲子園成績

28打数15安打・本塁打2本

金山篤未君（外野手）

甲子園成績

17打数7安打・本塁打1本

第91回全国高校野球選手権大会表彰式

（左から2人目が河合君、4人目が金山君）

金山君が出身校
巴小学校（作手地区）を訪問

河合君が出身校
千郷小学校（新城地区）を訪問

か

な

や

ま

あ

つ

ま

か

わ

い

か

ん

じ
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至
豊
田
市

菅沼

善夫

黒瀬

田原

高里

道の駅

作手総合支所

至設楽町

至新城市街

菅守小学校

301

35

　
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
高
等
教
育
を

受
け
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
明

治
37
年
、
菅
沼
尋
常
小
学
校
と
守
義
尋

常
小
学
校
を
合
併
し
、
両
校
名
か
ら
１

字
と
り
菅
守
尋
常
高
等
小
学
校
が
守
義

イ
モ
リ
山
に
新
設
さ
れ
た
。

　
土
地
、
資
材
、
資
金
、
開
墾
作
業
な

ど
の
す
べ
て
が
区
民
の
寄
付
で
ま
か
な

わ
れ
、
地
元
の
子
ど
も
に
か
け
る
区
民

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
そ
の
後
、
大
正
５
年
〜
11
年
の
間

に
校
歌
が
作
成
さ
れ
、
昭
和
17
、
18

年
こ
ろ
ま
で
愛
唱
さ
れ
た
。

　
５
番
ま
で
あ
る
そ
の
歌
詞
に
は
、

段
戸
山
・
雁
峰
山
・
巴
山
・
砥
鹿
の

み
山
（
本
宮
山
）
な
ど
の
地
域
の
山
々

の
名
だ
け
で
な
く
、
菅
沼
城
址
や
楽

法
寺
な
ど
の
名
も
次
々
と
出
て
く
る
。

地
域
の
山
々
を
敬
う
気
持
ち
、
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
思
う
心
に
あ
ふ
れ
た

歌
詞
だ
。
そ
の
５
番
で
は
「
こ
こ
の

校
舎
に
来
て
学
ぶ
　
う
ず
の
わ
く
子

や
心
し
て
　
古
人
に
は
じ
ぬ
人
と
な

れ
　
朝
な
夕
な
に
い
そ
し
み
て
　
日

出
る
国
の
民
草
の
　
栄
の
花
と
咲
き

出
で
よ
」
と
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
対
す
る
期
待
が
表
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
菅
守
小
学
校
と
な
っ
た

現
在
の
校
歌
に
あ
る
「
さ
あ
　
た
く

ま
し
く
進
も
う
よ
　
め
ざ
す
文
化
の

日
本
へ
」
と
い
う
力
強
い
歌
詞
に
、

そ
の
思
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

沿革

1873年（明治6年）に楽法寺に開校

学校の特色

炭焼き体験、ふるさと菅守に学ぶ会、全校スキー・

スケート教室、学校林活動など

学 校 の 概 要

学年別児童数今昔

学  年� 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

S34年

H21年

27人　 27人　 26人　 27人　 26人　 38人　　171人

5人      1人       4人       1人    4人    4人   19人

菅守小学校区域図

炭焼きを学ぶ

スキー教室 炭焼き体験

卒業式の後の餅投げ

菅原道真公を
祭る祠堂

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
複
式
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
算
数
は
学
年
別
に
勉
強
す
る
の

で
、
黒
板
は
２
カ
所
、
机
の
並
び
も
学

年
で
別
れ
て
い
ま
し
た
。
入
学
当
初
か

ら
そ
の
よ
う
な
環
境
に
慣
れ
て
い
る
せ

い
か
、
子
ど
も
た
ち
は
当
た
り
前
に
自

分
の
勉
強
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
少

人
数
な
ら
で
は
の
方
法
で
、
じ
っ
く
り

勉
強
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　
次
回
２
月
号
は
、
庭
野
小
学
校
で
す
。

 
 

　
　
　
　
作
詞
　
原
田
士
朗

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
佐
野
量
祥

　
　
　
　
　
　
昭
和
43
年
制
定

一
、
ひ
か
り
　
ひ
か
り

　
　
ひ
か
り
あ
ふ
れ
る
　
朝
の
窓

　
　
開
け
ば
　
風
の
　
さ
わ
や
か
さ

　
　
胸
を
張
ろ
う
よ
　
手
を
の
ば
そ

　
　
望
み
を
の
せ
た
　
あ
の
雲
に

　
　
菅
守
　
菅
守
　
菅
守
小
学
校

二
、
み
ど
り
　
み
ど
り

　
　
み
ど
り
か
が
や
く
　
山
に
き
て

　
　
歌
え
ば
　
こ
だ
ま
　
呼
び
か
え
す

　
　
谷
を
流
れ
て
　
ゆ
く
水
に

　
　
心
す
っ
き
り
　
澄
ん
で
く
る

　
　
菅
守
　
菅
守
　
菅
守
小
学
校

三
、
は
る
か
　
は
る
か

　
　
は
る
か
に
つ
づ
く
　
こ
の
道
を

　
　
力
　
合
わ
せ
て
　
肩
く
ん
で

　
　
さ
あ
た
く
ま
し
く
　
進
も
う
よ

　
　
め
ざ
す
文
化
の
　
日
本
へ

　
　
菅
守
　
菅
守
　
菅
守
小
学
校

菅
守
小
学
校
　
校
歌

旧校舎

新 城 市

　
学
校
の
裏
手
に
は
「
わ
く
わ
く
た

ん
け
ん
山
」
と
い
う
学
校
林
が
あ
る
。

広
さ

２.６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
そ
の
敷
地
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
育
し
て
い

る
。
訪
れ
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
キ
ノ

コ
の
繁
殖
期
で
、
初
め
て
目
に
す
る

珍
し
い
種
類
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
山
で
野
鳥
や

キ
ノ
コ
の
観
察
、
炭
焼
き
体
験
や
記

念
植
樹
を
行
っ
て
い
る
。
炭
焼
き
体

験
で
で
き
た
炭
は
、
地
域
の
直
販
所

で
販
売
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
な
か

な
か
好
評
で
あ
る
。

　
毎
朝
自
然
を
体
感
し
な
が
ら
山
に

登
り
、
足
腰
を
鍛
え
る
た
く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち
。
山
の
恵
み
を
受
け
、

体
だ
け
で
な
く
、
自
然
を
尊
ぶ
心
も

育
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
運
動
場
か
ら
学
校
林
へ
入
る
急
な

石
段
を
登
る
と
、
菅
原
道
真
公
を
祭

る
祠
堂
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
旧
小
学

校
時
代
か
ら
地
域
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
も
の
で
、
毎
年
卒
業
式
の
後
、

保
護
者
主
催
に
よ
る
天
神
様
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

お
祭
り
を
す
る
に
至
っ
た
か
は
今
も

謎
で
あ
る
が
、
記
録
に
よ
る
と
、
大

正
５
年
に
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
天
神
様
祭
り
の
後
、
卒
業
生
主
役
の

”餅
投
げ

“が
行
わ
れ
る
。
地
域
の
方
々

の
寄
付
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
餅
を
、

卒
業
生
が
下
で
待
っ
て
い
る
子
ど
も
・

大
人
た
ち
に
投
げ
る
。
入
学
し
て
５

年
間
、
餅
を
拾
う
側
だ
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
晴
れ
て
餅
を
投
げ
る
側
に

な
り
、
卒
業
と
成
長
を
実
感
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
学
問
の

神
や
地
域
に
温
か
く
見
守
ら
れ
、
慣

れ
親
し
ん

だ
校
舎
を

巣
立
っ
て

い
く
。

い
ま
む
か
し

と
う
と

う
や
ま

し
　
ど
う

ら く ほ う じ
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県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

20年 23

44

21

1

0

－1

25

56

31

26

56

30

101

99

－2

21年

増減

10月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

220

227

7

2

3

1

253

287

34

255

290

35

1,003

994

－9

20年

21年

増減

分

累計
10月末
現在

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

59
人

21
人

29
人

49
人

382
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人

の
募
集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国

の
機
関
の
た
め
す
べ
て

無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い

　
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接

　
希
望
者
へ
の
紹
介
、

　
履
歴
書
・
職
務
経
歴

　
書
な
ど
各
種
書
類
の

　
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て

　
い
る
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込

　
み
、
求
人
条
件
に
関

　
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
21
年
9
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市 民 体 育 館

作手開発センター

鳳来開発センター

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

12/7（月）　午前9時　（要予約）

12/7（月）　午前10時　（要予約）

12/4（金）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

12/15(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

12/10（木）午前10時～午後3時※7日（月）正午までに要予約

12/25（金）午前10時～午後3時※22日（火）正午までに要予約

12/9（水）、24（木）　午後1時～4時（要予約）

12/3（木）、17（木）　午後1時～4時

12/2（水）、16（水）　午後1時～4時

12/14（月）　午後1時～4時

12/11（金）　午後1時～4時

12/9（水）　午後1時30分～3時30分

12/16（水）　午後4時～8時　（要予約）

12/8（火）、22（火）午前10時30分～午後2時30分

12/15（火）　午後1時～4時　（要予約）

12/16（水）午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

12/8（火）　午前10時～午後3時

12/8（火）　午前10時～午後3時

12/2（水）　午後1時～4時

12/16（水）　午後1時～4時

12/22（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

12/5（土）、19（土）　午前9時～正午　（要予約）

12/12（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

市 民 課

作手総合支所市民福祉課

鳳来総合支所市民福祉課

鳳来総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

37-2839

37-2839

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7634

23-7628

37-2279

32-1982

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ



広報しんしろ［ほのか］　2009.1227
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告
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小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）
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雪解けが始まったユーコン河

竜の落とし子サンゴ

モニュメントヴァレー

■「高度1万メートルから見た地球環境」（4月号から連載中）の執筆者小林さんにメッセージを送ろう。詳しくは、18ページをご覧ください。
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高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
地
球
を

眺
め
て
い
る
と
自
然
が
造
り
上
げ
た

さ
ま
ざ
ま
な
造
形
が
あ
る
。
そ
の
造

り
手
は
火
山
活
動
や
地
殻
隆
起
、
風

化
、
気
象
現
象
、
生
物
の
営
み
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
月
は
私
が
空

か
ら
見
た
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
上
の
写
真
は
、
雪
解
け
の
ユ
ー
コ

ン
河
周
辺
の
光
景
で
す
。
こ
の
河
は

カ
ナ
ダ
に
あ
る
氷
河
が
源
流
と
な
り
、

カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
を
流
れ
て
ベ
ー

リ
ン
グ
海
に
注
ぐ
大
河
で
あ
る
。
そ

の
主
流
の
川
幅
は
市
内
を
流
れ
る
寒

狭
川
や
豊
川
の
数
倍
か
ら
10
倍
以
上

も
あ
る
。
ア
ラ
ス
カ
も
４
月
下
旬
か

ら
５
月
上
旬
に
な
る
と
雪
解
け
が
始

ま
り
、
雪
解
け
水
は
手
つ
か
ず
の
大

地
を
自
由
奔
放
に
流
れ
、
そ
の
川
筋

は
毎
年
変
化
し
て
複
雑
な
模
様
を
描

い
て
見
せ
て
く
れ
る
。

　
右
の
写
真
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
陸
の
北
東
に
日
本
列
島
に
相
当
す

る
長
さ
に
わ
た
っ
て
点
在
す
る
グ
レ

ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
の
サ
ン
ゴ
礁
の

一
つ
で
あ
る
。
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ

ー
フ
の
サ
ン
ゴ
礁
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア

マ
ゾ
ン
の
密
林
と
と
も
に
地
球
上
の

生
物
が
生
き
る
た
め
の
貴
重
な
酸
素

を
生
成
し
て
お
り
、
地
球
環
境
保
全

に
と
っ
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

上
空
か
ら
見
る
サ
ン
ゴ
礁
に
は
こ
の

よ
う
に
「
竜
の
落
と
し
子
」
を
し
た

も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
「
竜
の
落
と
し
子
」

の
サ
ン
ゴ
礁
の
長
さ
は
、
飯
田
線
の

湯
谷
温
泉
の
駅
か
ら
豊
橋
の
駅
ま
で

の
距
離
に
相
当
す
る
。

　
左
の
写
真
は
、
昔
の
西
部
劇
映
画

に
よ
く
登
場
す
る
光
景
（
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
ヴ
ァ
レ
ー
）
を
空
か
ら
見
た
も

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
州
か

ら
ネ
バ
タ
州
に
か
け
て
広
が
る
砂
漠

地
帯
で
、
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
の
ナ

バ
ホ
族
の
居
留
地
で
も
あ
る
。
テ
ー

ブ
ル
形
の
台
地
が
浸
食
さ
れ
て
、
あ

た
か
も
記
念
碑
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）

が
並
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
景
観
を

呈
し
て
い
る
た
め
こ
の
名
が
付
い
て

い
る
。
こ
の
付
近
は
、
ほ
と
ん
ど
１

年
中
晴
天
が
広
が
っ
て
お
り
、
カ
ナ

ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
離
陸
し
て
ア

メ
リ
カ
大
陸
を
縦
断
し
て
メ
キ
シ
コ

へ
向
か
う
飛
行
中
に
よ
く
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
地
球
の
自

然
が
造
り
上
げ
た
造
形
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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